
【現場から見たRICOH Pro】

  後加工と施工を担当している渡
辺孝二氏はRICOH Pro導入後
の変化について「やはり早いです
ね。以前は、外部委託先が忙しい
と“明日までちょっと延ばしてくれ
ない”と求められることもありまし
た。かつてはドライマウントが失
敗してしまった場合など緊急での
対応に不安がありました。今はす
ぐに対応できるので安心です」と
述べ、内製化による即応力の高さ
を実感している。

緊急時のスピード対応が可能に

  導入後に手掛けた展示会の設営の案件では、開催の前日、得意先
の要求で急遽、モニタの位置が変更になる事態が起きた。ブース壁
面にはモニタ用の穴が開いており、デザインを含めて施工し直すこ
とになった。
  「明け方の午前3時に設計が変更になって、それからデザイン会社
でデザインを変更し、データが到着したのがその日の午後3時でし
た。それから出力し、会場で施工したのが午後8時です。横3分割の
貼りあわせでしたので、以前のように外部に委託していたら、おそら
く対応できなかったでしょう」
  RICOH Proによる緊急対応で問題が解決し、得意先からは大きな
信頼を得た。

当日の設計変更にも間に合う

RICOH Proの新たな販促物は、販売に効果を上げていると実感。
今後もさらにアイデア・要望を形にしていきたい。
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出力にかかる外部委託費を減らしたい
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VOCや臭気を気にせず導入したい

出力コストが3分の1に削減

スピード対応で顧客の信頼アップ

低臭、低VOCでオフィス環境に設置
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出力委託費が3分の1に、即応力で信頼アップ
環境を武器に商材を広げ、新たな領域へ。
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出力委託費ゼロは、経営的に非常に大きい
RICOH Pro Lでワンストップ体制を強化した広洋社。
水性ラテックスの特性を活かして次のステップへ。
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背景と経緯

導入の効果

今後の展望
手作業からインクジェットへ

  1949年に創業した広洋社は65年にわたり屋外広告とイベント関
連をメインとするサイン・ディスプレイサービスを提供している。分業
が多い業界にあって、重機や電気工事、足場組立などの資格を持ち、
デザインから設計、施工までワンストップで請け負えるのが大きな特
徴である。
  同社の近藤亮二社長が入社したのは約30年前。当時は職人が刷
毛を駆使して文字や絵柄からグラデーションまでも表現していたと
いう。その後、デジタル化が急速に進み、熟練の手作業でサイン・ディ
スプレイを制作していた時代は過ぎた。カッティングプロッタで出力
されたカッティングシートの切り貼りに移行してほどなく、15年ほど
前からは業界に大判インクジェットプリンターが普及し始めていく。
ロット数の多い案内表示なども以前はシルクスクリーン印刷が主流
だったが、出力機、インクともに技術革新が進んだ大判インクジェッ
トプリンターのシェアは一気に広がっていった。
  同社では業界のデジタル化以降、出力業務の100％を外部に委託。
近藤社長は「顧客の要求はやはりコストとスピードです。内製化は必
須でした」と、全盛となった大判インクジェットプリンターの導入を考
えてはいたものの、内製化による作業負担の増加や設置場所の問題
から投資を見送ってきた。そうした中でリコーが提案したサイングラ
フィック用ラテックスインクジェットプリンター「RICOH Pro 
L4160」は同社の業務や作業環境に最適のマシンだった。

  同社の繁忙期は5～7月と9～11月。この期間中は受注も増えるが、

  制作費全体の30％を占める同社の出力コストは導入して半年も経
たず3分の1ほどに減った。出力委託費はほぼゼロ。「思ったほどにメ
ディアもインクもそれほど高くありません。経営的に非常に大きい」と、
材料費を差し引いてもかなりの効果が表れている。
  近藤社長は新たに専任のオペレータを必要としない点も高く評価。
顧客から預かったデータや社内でデザインしたデータは簡単な操作
で出力することができる。当初、懸念していた業務負担の増加は全く
といっていいほど発生せず、「一般的なプリンタで出力するのと同じ
感覚。心配していたオペレーションは全然たいしたことがなかったで
すね」。現有の人員で出力業務を内製化できたことは間接経費の面か
らも目に見えない利益を生んでいる。

  機種の選定の際には、大
型の換気が必要になるソ
ルベント系インクや、オゾ
ンを排出するためのダクト
工事が求められるUV系イ
ンクを搭載したプリンタはまず除外した。作業環境を快適に保つため
には水性で、VOC（揮発性有機化合物）や臭気が極めて少ないラテッ
クスインクはまさに最適だった。同社では小さい換気扇が一つあるス
ペースにRICOH Proを設置しているが、臭いは気にならず全く問題が
ないという。
  近藤社長は「以前、あるお客様企業の1階にUV系のインクで出力した
パネルを納品したところ、5、6階まで臭気が立ち上りクレームになった
こともありました。十分に脱臭する時間がなかったためです。CSRの観
点から環境保全に敏感な企業が増えますし、学校、病院などの特に環
境への配慮が求められる公共施設に向けて、水性のラテックスインク
が生み出す商材に可能性を感じています」と述べている。

  サイン・ディスプレイの納期はイベント関連であれば通常1～2ヵ月。
しかし、中にはデザインから施工まで1週間という特殊な案件を請け
負うこともあり、年々、スピードへの要求が強くなっている。
  「30年前に比べて技術革新により確実に納期は半分になっていま
す。イベント関連では明日までにパネルを追加して欲しいという要望
が結構あるので、外部委託では対応に苦慮していました。内製化した
ことで短納期要請にスムーズに応えられるようになりましたので、お
客様の信頼感にもつながっています」
  かつては得意先デザイナーへのサンプル提出で、3種類のメディアで
各4回の確認作業を繰り返したことがあった。原因は外部委託先にデザ
イナーの要求がうまく伝わらないこと。内製化したことでお客様の要求
が素早く反映でき、サンプル提出、色の確認作業の効率も上がっている。
  導入後の5～7月の繁忙期には月間で100㎡の出力数を実現。午前
9時から翌朝5時まで連続運転させても機械の不具合はなく、繁忙期
を無事に乗り切った。

Vol.35【ディスプレイ業】株式会社広洋社

1台で多様なメディア対応
フィルム系の制作物にも直接出力

代表取締役社長　近藤 亮二 氏

出力コストが3分の1に削減

低臭、低VOCでオフィス環境に設置

　外部委託時に4種類だった取扱いメディアはRICOH Pro導入後
に8種類に増えた。従来、布を使ったテキスタイル系の制作物はほと
んど受注していなかったが、「見た目が柔らかく、奥行きが出るので、
お客様の反応もいいですね。これまでコスト的にも高いイメージがあ
ると思うので、今までなかった潜在的なニーズが拾えると期待してい
ます」と、新たな商材に手ごたえを得ている。
  屋外広告やイベント関連に加え、今後はショールーム等の屋内装
飾へと新たな領域への展開を見据える。「様々なデザインが可能にな
るので、壁紙にも魅力を感じています。ラテックスでどういう商材がで
きるのかを模索しています。今は楽しくて仕方がありません」。
  近藤社長は高い付加価値を提供するためにデザインから施工まで
のワンストップサービスをさらに強化し、直受け比率をさらに高めて
いく意向である。

商材の幅を広げ新領域にチャレンジ

スピード対応で顧客の信頼アップ
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UVインク
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低
中
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低
高

外注比率の高い出力コストも膨らむ。加えて需要のピーク時には一
層、効率的な業務の遂行が求められる。大判インクジェットプリンタ
ーを導入すれば外部委託コストが削減でき、しかも夜間に運転すれ
ば朝一番から後加工に取り掛かることもできる。
  通常、サイン・ディスプレイ制作業務では用途に応じて適正なメデ
ィアを選択し、UVやソルベント、水性等の出力方式を使い分けている。
しかし、同社がそれらの出力方式別に大判インクジェットプリンター
を揃えるのは、投資効果や業務内容を考えると現実的ではない。
  「屋内外向けを問わず、1台で様々なメディアに出力できる大判イン
クジェットプリンターが必要でした。弊社の案件では、特に屋外での
耐光性と耐擦過性が重要です。また、フィルム系の透明メディアを使
った電飾看板は従来、カッティングシートで単色が多かったのですが、
ホワイトが使えて直接透明メディアに出力できることも、RICOH
Pro を選んだ理由です。ターポリンや塩ビのメディアの発色も非常
に良いですね。低臭でオフィス業務をしながら出力できることも決め
手になりました」
  このほか、RIPでインクの使用量が判るため、コストが管理しやすい
点や、つなぎ合わせの処理も自動でマーカーや糊代を設定してくれ
る点も、当初抱いていたオペレーションの不安を解消した。

プリンタ同等のオペレーションで多様なデータを出力

RIP画面で確認できる各インクの予測消費量

大判プリンターのインク特性
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ーを導入すれば外部委託コストが削減でき、しかも夜間に運転すれ
ば朝一番から後加工に取り掛かることもできる。
  通常、サイン・ディスプレイ制作業務では用途に応じて適正なメデ
ィアを選択し、UVやソルベント、水性等の出力方式を使い分けている。
しかし、同社がそれらの出力方式別に大判インクジェットプリンター
を揃えるのは、投資効果や業務内容を考えると現実的ではない。
  「屋内外向けを問わず、1台で様々なメディアに出力できる大判イン
クジェットプリンターが必要でした。弊社の案件では、特に屋外での
耐光性と耐擦過性が重要です。また、フィルム系の透明メディアを使
った電飾看板は従来、カッティングシートで単色が多かったのですが、
ホワイトが使えて直接透明メディアに出力できることも、RICOH
Pro を選んだ理由です。ターポリンや塩ビのメディアの発色も非常
に良いですね。低臭でオフィス業務をしながら出力できることも決め
手になりました」
  このほか、RIPでインクの使用量が判るため、コストが管理しやすい
点や、つなぎ合わせの処理も自動でマーカーや糊代を設定してくれ
る点も、当初抱いていたオペレーションの不安を解消した。

プリンタ同等のオペレーションで多様なデータを出力

RIP画面で確認できる各インクの予測消費量

大判プリンターのインク特性



【現場から見たRICOH Pro】

  後加工と施工を担当している渡
辺孝二氏はRICOH Pro導入後
の変化について「やはり早いです
ね。以前は、外部委託先が忙しい
と“明日までちょっと延ばしてくれ
ない”と求められることもありまし
た。かつてはドライマウントが失
敗してしまった場合など緊急での
対応に不安がありました。今はす
ぐに対応できるので安心です」と
述べ、内製化による即応力の高さ
を実感している。

緊急時のスピード対応が可能に

  導入後に手掛けた展示会の設営の案件では、開催の前日、得意先
の要求で急遽、モニタの位置が変更になる事態が起きた。ブース壁
面にはモニタ用の穴が開いており、デザインを含めて施工し直すこ
とになった。
  「明け方の午前3時に設計が変更になって、それからデザイン会社
でデザインを変更し、データが到着したのがその日の午後3時でし
た。それから出力し、会場で施工したのが午後8時です。横3分割の
貼りあわせでしたので、以前のように外部に委託していたら、おそら
く対応できなかったでしょう」
  RICOH Proによる緊急対応で問題が解決し、得意先からは大きな
信頼を得た。

当日の設計変更にも間に合う

RICOH Proの新たな販促物は、販売に効果を上げていると実感。
今後もさらにアイデア・要望を形にしていきたい。

 
 

 

 

http://www.ricoh.co.jp/pp/pod/
リコー製品に関するお問い合わせは「お客様相談センター」で承っております。

●お問い合わせ・ご用命は・・・

このカタログはRICOH Pro Cシリーズで印刷しています。

050-3786-3999お客様相談センター

●受付時間：平日（月～金）９時～12時、13時～17時（土日、祝祭日、弊社休業日を除く） ＊050ビジネスダイヤルは、
一部のIP電話を除き、通話料はご利用者負担となります。 ＊上記番号をご利用いただけない方は、03-4330-0368を
ご利用ください。 ＊音声ガイダンスに従い製品別の番号をプッシュトーンでお知らせください。トーン信号が出せない電
話機でお掛けの場合は、そのまましばらくお待ちいただきますとオペレータに接続します。 ※お問い合わせの内容は対
応状況の確認と対応品質の向上のため、録音・記録をさせていただいております。 ※受付時間を含め、記載のサービス
内容は予告無く変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。 http://www.ricoh.co.jp/SOUDAN/
■リコーにご提供いただいたお客様の個人情報の取り扱い方針については、当社ホームページでご確認いただけます。

東京都中央区銀座8-13-1リコービル  〒104-8222 解決課題

出力にかかる外部委託費を減らしたい

強まる短納期要請への対応力を高めたい

VOCや臭気を気にせず導入したい

出力コストが3分の1に削減

スピード対応で顧客の信頼アップ

低臭、低VOCでオフィス環境に設置

RICOH Pro Case Study【お客様ご活用事例】

Vol.

出力委託費が3分の1に、即応力で信頼アップ
環境を武器に商材を広げ、新たな領域へ。

【ディスプレイ業】
株式会社 広洋社
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渡辺 孝二 氏

 

株式会社 広洋社
■

■

■

■

■

110-0003
東京都台東区根岸1丁目5-17

1,000万円

1949年（昭和24年）

5名

RICOH Pro L4160

本 社

資 本 金

創 業

従業員数

設 備

■主な得意先
日本工業大学及び系列校、双葉電子工業株式会社
台東区役所など

■主な業務内容
屋内外装飾全般
ディスプレイ設計

■主な得意先
日本工業大学及び系列校、双葉電子工業株式会社
台東区役所など

■主な業務内容
屋内外装飾全般
ディスプレイ設計製作全般

このカタログの記載内容は、2014年9月現在のものです。 1409S-1409＜34211664＞1/P

0120-892-111

http://www.ricoh.co.jp/pp/pod/
リコー製品に関するお問い合わせは下記のダイヤルで承っております。 イチ イチ イチ

●お問い合わせ・ご用命は・・・

このカタログはRICOH Pro Cシリーズで印刷しています。 このカタログの記載内容は、2016年2月現在のものです。

リコーテクニカルコールセンター

●受付時間：平日（月～金）９時～17時（祝祭日、弊社休業日を除く）
※お問い合わせの内容は対応状況の確認と対応品質の向上のため、録音・記録をさせていただいております。 
※受付時間を含め、記載のサービス内容は予告無く変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
http://www.ricoh.co.jp/contact/
■リコーにご提供いただいたお客様の個人情報の取り扱い方針については、当社ホームページでご確認いただけます。

1409S-1602＜34211664＞3/P


